
地域政策課から、1月までの地域コミュニティ組織の活動状況を紹介します。
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Community Navigator!!
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新
玉
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
高
齢
者
が
集
う

場
と
し
て
「
お
ひ
さ
ま
広
場
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、新
宿
公
民
館
に
て
、「
お
こ
と
の
会
」
に
よ
る
新

春
お
こ
と
の
初
音
色
を
聞
く
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

名

を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま
り
、
心
静
か
に
心
温
ま
る
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

新

玉
地
区

１
月
９
日

お
ひ
さ
ま
広
場

豊
川
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
の
第
１
分
科
会

で
は
、
各
地
区
で
健
康
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
桑
原

地
区
の
サ
ロ
ン
会
で
は
、

名
が
集
ま
り
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
お
手
玉
を
使
用
し
た
体
操
や
お
手
玉
タ

ワ
ー
、
カ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
各
種
ゲ
ー
ム
で
健
康
的
に
身
体

を
動
か
す
と
と
も
に
、
な
ぞ
な
ぞ
あ
そ
び
で
脳
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
も
励
み
ま
し
た
。

豊

川
地
区

１
月

日

桑
原
地
区
サ
ロ
ン
会
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橘
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
地
域
住
民
の
交

流
を
図
る
た
め
に
、日
本
の
伝
統
的
な
あ
そ
び
で
あ
る
「
凧

揚
げ
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
、
ど
う
す
れ
ば
凧
が
高
く
揚
が
る
か
を
一
生
懸
命

考
え
な
が
ら
、
家
族
や
友
達
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

当
日
は
、

名
の
親
子
が
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
地
域
と

子
ど
も
た
ち
や
、
子
育
て
世
代
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る

貴
重
な
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

橘

北
地
区

１
月

日

み
ん
な

凧
揚
げ

de

26

絆
ふ
か
め
た
い
東
富
水
（
東
富
水
地
区
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
）
の
防
災
・
防
犯
・
教
育
分
科
会
で
は
、地
域
の
防
犯

の
意
識
啓
発
を
行
う
た
め
、
駐
在
所
の
協
力
を
得
て
、

「
駐
在
所
だ
よ
り
」
の
回
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
駐

在
所
だ
よ
り
」
に
は
地
域
に
特
化
し
た
情
報
を
掲
載
し
て

お
り
、地
域
の
防
犯
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

駐
在
所
だ
よ
り

写真

写真

東

富

水
地
区
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地域活動シンポジウムでの事例発表

令和７年１月18日（土）に開催された地域活動シンポジウムにおいて、芦子地区まちづ

くり委員会、富士見地区まちづくり委員会（防災分科会）、防犯指導員協議会の３団体か

ら事例発表がありました。

芦子地区まちづくり委員会

芦子地区まちづくり委員会は、 ３つのグループに分

かれて活動しており、防災・環境・地域振興の分野

に取り組んでいます。発表では、それぞれの分野に

おける具体的な取組についてや、今後の展望につい

てお話がありました。

富士見地区まちづくり委員会の防災分科会からは、

取り組んでいる活動として、講演会や訓練、研修会

の開催や、マニュアルや広報紙の発行についてお話

がありました。非常時に備え、日頃から地域住民の

防災意識の向上に努めているとお話しいただきまし

た。

富士見地区まちづくり委員会 防災分科会

小田原警察署管内防犯指導員協議会

小田原支部会

防犯指導員についてや、小田原警察署管内防犯

指導員協議会の様々な活動についてお話がありま

した。地域の防犯に大切なこととして、「笑顔」と

「あいさつ」を挙げられ、少しの心掛けが地域の安

全に繋がっていくとお話しいただきました。

https://odawara-jichisoren.net/information/tiikikatsudoushinpojumu2.html

地域活動シンポジウムのプログラムおよび事例発表の資料は、

小田原市自治会総連合のHPに記載されています。ぜひご覧ください！

携帯電話から
はこちら



加藤市長がコーディネーターとなり、パネルディスカッションを実施しました。パネリストは、

事例発表団体の代表者３名と、小田原市地域活動推進協議会会長である、小田原市自

治会総連合の関野 次男会長が登壇しました。（以下は内容の抜粋です。）

パネルディスカッションが復活しました！

芦子地区まちづくり委員会に対して

市長）カラス対策として検討・検証した対策と効果は？

回答）モデル地区を設定し、様々な方法を試した。他市

町村で効果のあるカラス対策について事例収集

し、検討も行っている。現在は試行錯誤しながら、

メッシュ型コンテナの設置を拡大している。

富士見地区まちづくり委員会（防災分科会）に対して

市長）「支援のオーダーメイド化」について、どのように

取り組む予定か？

回答）避難行動要支援者リストに載っている方を対象

に、緊急時の連絡手段を問う項目などを追加し

た独自の聞き取りシートを用いながら、個別避難

計画の策定を進めている。

市長）地域の方々に協力していただくことで効果が期

待できることは？

回答）地域でのあいさつ。犯罪者は人目を避けようと

する傾向があるので、 地域の中で声かけをさか

んに行うことは、犯罪の防止につながる。また、パ

トロールや見守りに加え、時間があるときの散歩

だけでも効果的である。

小田原警察署管内防犯指導員協議会

小田原支部会に対して

関野会長コメント

はじめは前向きでなかった地域活動であったが、

やってみるとやりがいを感じ、今はとても楽しく活動

している。みなさんが楽しんで活動できるよう、私た

ちも協力していく。


